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市
民
意
見
交
流
会
は
、
介
護
を

し
て
い
る
家
族
や
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
な
ど
を
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、

そ
の
委
員
か
ら
事
業
計
画
内
容
な

ど
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
意
見

を
聞
く
も
の
で
す
。
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日
（
水
）
午
後

２０

２
時
。

▽
会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
区

会
議
室
Ｃ
（
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）。

▼
詳
細　

区
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

課
�（　

）２
４
０
０
内
線　

８６１

３５３

3月１１日からのお知らせ�

人口・世帯数（平成１４年２月１日現在／カッコ内は前月比）
１９８，９３１人（＋９８）　９３，５８５世帯（＋６０）

男９５，９２３人・女１０３，００８人

予
防
注
射
・
犬
の
登
録
は
、
次
の

委
託
動
物
病
院
・
特
別
注
射
会
場

で
手
続
き
願
い
ま
す
。
な
お
、
手

続
き
の
対
象
や
予
防
注
射
・
登
録

の
料
金
な
ど
詳
し
く
は
本
誌
の
記

事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
委
託
動
物
病
院
（
左
表
）

※
休
診
日
は
病
院
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
特
設
注
射
会
場

▽
日
時　

５
月　

日
（
日
）
午
前

２６

　

時
か
ら
午
後
１
時
。

１０▽ 
場 
所　
 
白
石
区
役
所
駐
車
場

（
本
郷
通
３
丁
目
北
）。

▼
詳
細　

動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
�

（　

）６
１
３
４

７３６

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る

市
民
意
見
交
流
会
の
傍
聴

　

こ
れ
ま
で
白
石
区
で
は
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
４
カ
月
ご
と

に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　
１４

年
４
月
か
ら
２
カ
月
ご
と
（
偶
数

月
ま
た
は
奇
数
月
）
に
行
う
予
定

で
す
。
料
金
の
納
入
期
限
な
ど
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
変
更
内
容

を
記
載
し
た
は
が
き
を
事
前
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
水
道

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、
検

務
し
て
い
る　

歳
以
上
の
方（
中
・

１５

高
校
生
は
除
く
）。

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）。

２０

▽
受
講
料　

３
千　

円
。

４００

▽
申
込
方
法　

４
月
１
日
（
月
）

〜　

日
（
金
）
に
、
電
話
ま
た
は

１２
直
接
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
料
は
、
４
月　

日
（
水
）
〜

１７

　

日
（
金
）
に
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

１９で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
詳
細　

菊
水
元
町
地
区

セ
ン
タ
ー
（
菊
水
元
町
５
条
２
丁

目
４
│　

）
�（　

）７
６
０
０

２０

８７２

狂
犬
病
予
防
注
射
・
犬
の

登
録
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

本
誌　

ペ
ー
ジ
掲
載
の
狂
犬
病

２６

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
が

2
カ
月
ご
と
に
変
わ
り
ま
す

針
の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な
障
害
物

な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
詳
細　

水
道
局
白
石
料
金
セ
ン

タ
ー
�（　

）７
２
０
０

８６４

菊
水
元
町
地
区
セ
ン
タ
ー
か
ら

◎
受
講
生
募
集

▽
講
座
名　

童
謡
を
歌
お
う
。

▽
日
時　

４
月　

日
（
水
）
よ
り

２４

毎
週
水
曜
日
。
午
後
１
時
か
ら
３

時
ま
で
。
全
６
回
。

▽
対
象　

区
内
に
居
住
ま
た
は
勤

電話番号所　　在　　地名　　　　称

８７２－６７８０川北１条１丁目１１番６号な か た 動 物 病 院

８１１－１９２５菊水２条１丁目２番１１号高 橋 動 物 病 院

８３２－８３２０菊水２条２丁目３番３０－２号菊 水 小 さ な 動 物 病 院

８７３－７８８３菊水元町５条１丁目１１番１６号き た の さ と 動 物 病 院

８７５－４９４８北郷２条２丁目１番１２号マ コ ト 動 物 病 院

８７２－７１７１北郷４条１２丁目１０番１５号札幌総合動物病院（北郷）

８５２－７１３１栄通１１丁目１番２５号タ ニ ダ 動 物 病 院

８６４－１５１０平和通１０丁目北１２番２１号平 和 通 り 動 物 病 院

８６１－３２３２本通３丁目北７番１号白 石 動 物 病 院

　土木センターからのお知らせ

　気温が上がり、雪解けが進む季節です。川に雪を捨てると、川が詰ま
り、あふれる原因となります。１月には、望月寒川があふれて、住民に
浸水の被害が発生しました。川があふれることが心配されます。川に雪
を捨てるのはやめましょう。

【詳細】白石区土木センター　　　　　� ８６４－８１２５　� ８６０－２８００
　　　　北海道札幌土木現業所事業課　� ６６２－１１６１

①知っていましたか、費用負担額　
　除雪パートナーシップ制度による１世帯あたりの負担額は、地域にお
ける道路延長や世帯数によって異なりますが、おおむね２，０００円から
３，０００円の範囲となっています。３，０００円としても１世帯あたり月額２５０円
です。

②知っていましたか、排雪するメリット　
　生活道路の排雪をすると、地域の要望があれば間口処理を除雪業者が
行う計画除雪を通常の除雪に替えて行うことができます。１０㎝ 以上の降
雪でかき分け除雪を行うというのが通常の除雪です。計画除雪では、１５
㎝ 以上の降雪のとき圧雪方式で行うほか、あらかじめ決めた曜日に除雪
（路面整正）をし、その際、間口の雪は除雪業者が道路脇に積み上げて
いきます。従って、計画除雪には間口処理の労力負担が軽減されるとい
うメリットがあります。

③積み立ては新年度から
　町内会など地域でご検討していただき、新年度を機会に、排雪のため
の費用の積み立てを始めてみてはいかがですか。

【詳細】白石区土木センター　� ８６４－８１２５　� ８６０－２８００

　除雪パートナーシップ制度により
生活道路の排雪をしてみませんか　

浸水による被害を防ぐため、川へ雪を捨てないでください


